
勝沢町自治会長 

大きく２本柱で 

横山自治会長は、歴代の自治会長と同じく防災

訓練と地域見守生活支援活動を中心に取り組むこ

とが重要だと考えています。 

災害時に適切に行動できるよう実践的な訓練を

行うことが重要で、自主防災組織だけでなく、各

年齢層の住民や事業所、防災関係機関などとの連

携を十分に図りながら行うことと、多くの地域住

民が参加できるよう周知徹底をしっかりしたいと

話されました。（８月に住民総出の防災訓練を予

定。尚芳賀小学校が二次避難所に指定された。） 

２０２５年には６５歳以上の人が３０％を超え

ます。一人暮らしの方や高齢者などのおこまりご

と相談に安全安心、相互共助の精神を持って自治

会が中心になって生活支援、強化していきたいと

も。もちろんスタッフの協力が必要です。 

各種行事を通して参加する住民の地域の絆や地

域力を高めることができたらと話されました。 

実直で温厚な人柄で牽引力のある自治会長で

す。民生委員の奥様のサポートも心強いと思いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

横山 伸さん（よこやま しん） 

昭和２４年１月７日生まれ、令和元年度から現職。

趣味は家庭菜園、ゴルフ、詩吟（８年のキャリア

岳心流日本愛吟岳心会、賞多数） 

文責・勝沢町生涯学習奨励員 中山 洋子 

小神明町自治会長 

故郷を感じる町づくりを目指して！ 

荻原和夫さんは、自宅に併設した会社で事業を

営みながら２年間自治会副会長を務め、今年の４

月に自治会長へ選出されました。「昔から小神明町

は義理と人情のバランスがとれた町。花が咲けば

花見会、ホタルが飛び回れば観賞会、暑ければ暑

気払いと、ひと声かければいつでも会場は満員に

なり、これら親睦を深める活動は町の活性化につ

ながっている。」常々言葉にする荻原さんの持論で

す。 

小神明町で生まれ育ち、みんなに知られた顔と

名前が強みです。温和な性格で、すぐ実行に移す

行動力も高いため期待されています。「小神明町の

皆さんが住んで良かったと思える故郷を感じる町

づくりを目指して、＜休まず＞＜止まらず＞＜少

しずつ＞の精神で、他の役員と一緒になって創意

工夫と連携を強め、自治会活動を進めたいと考え

ています。」マイクを手にした軽妙な挨拶はいつも

好評ですが、荻原新会長の強い意気込みを感じる

言葉を聞くことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荻原 和夫さん（おぎわら かずお） 

昭和２３年生まれ、令和元年度から現職。 

趣味は「ちょっとした物作り」と「１０坪農園で

の機械化園芸」。畜産資材販売や設備の会社を経営 

文責・小神明町生涯学習奨励員 牧野 進 
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あ の 人 こ の 人 『 自 治 会 長 編 』


